
 

第２０８回教育研究評議会＜議事要録＞ 

 

日 時   令和４年９月１２日（月）１４：００～１５：０５ 

場 所   ＜Web 会議により実施（Microsoft Teams を使用）＞ 

      本部棟３階 特別会議室 

出席者 服部学長，藤田理事，肥後理事，大谷理事，椎名理事，藤波理事， 松崎副学長，

増永副学長，丸橋法文学部長，河添教育学部長，磯村人間科学部長， 

鬼形医学部長，伊藤総合理工学部長，川向生物資源科学部長，片岡評議員， 

加藤評議員，高橋評議員，石原評議員，山田評議員，松本評議員，河野評議員， 

境評議員，半田評議員 

オブザーバー   千家監事 

欠 席   金山副学長，津本評議員 

〔陪席：企画部長，研究・地方創生部長，教育・学生支援部長，総務部長， 

財務部長，松江地区学部等事務部長，医学部事務部長，入試課長， 

学生支援課長，総務課長，監査室長〕 

 

議題１ 新型コロナウイルス感染症への罹患等により受験できなかった者に対する入学検定料

の返還に関する規則の制定について 

 ○ 肥後理事から新型コロナウイルス感染症への罹患等により受験できなかった者に対する

入学検定料の返還に関する規則の制定について説明があり，審議の結果，原案どおり議決

された。 

議題２ 名誉教授の称号授与について 

 ○ 伊藤総合理工学部長から名誉教授の称号授与について説明があり，審議の結果，原案ど

おり議決された。 

協議事項１ ダイバーシティ推進宣言の改訂と性の多様性に関する基本方針と対応ガイドブッ

クについて 

 ○ 藤田理事からダイバーシティ推進宣言の改訂と性の多様性に関する基本方針と対応ガイ

ドブックについて説明があった。 

○ 松崎副学長から，書類上でやむを得ず性別情報の記載が必要な場合は，本人が自認する

性別を記載してもらうことになるのかとの質問があり，河野評議員から，本人の希望する

性別を尊重するとともに，「性の多様性に関する相談窓口」で随時相談を受け付け，性別

の記載方法について本人へ説明を行うとの回答があった。 

○ 松崎副学長から，性の多様性に配慮した環境を整備するためには，教職員及び学生それ

ぞれが性の多様性にかかる問題を認識しなければできないが，意識啓発のために今後どの

ような取り組みを進めていくのかとの質問があり，河野評議員から，１０月以降各学部等

において FD 研修を実施するとの回答があった。 

○ 片岡評議員から，ダイバーシティ推進宣言の中に「人権」という言葉を盛り込むべきで

はないかとの意見があり，藤田理事から，ダイバーシティ推進宣言は島根大学憲章に基づ

き掲げられていることから，宣言の中に人権の尊重の理念も内包されていると理解してい

るが，改めて検討したいとの回答があった。 

○ 山田評議員から，アウティングによって不利益を被る人を守る方法について，ガイドブ

ックにより明示的に記載する必要があるのではないかとの意見があり，河野評議員から，

個別具体的な事案への対応方法については，教員へ FD 研修等対面で詳細を繰り返し説明

したいとの回答があった。 

○ 伊藤総合理工学部長から，授業の受講者名簿について現在は性別情報が掲載されている



 

が，ガイドブックを踏まえると，今後性別情報の掲載はなくなるのかとの質問があり，河

野評議員から，ガイドブックの交付とともに性別情報は原則非開示になるとの回答があっ

た。 

○ 松本評議員から，実習等において男女の割合を考えたグループ分けができなくなり，こ

れまで行ってきた配慮が行き届かなくなる可能性があるとの意見があった。河野評議員か

ら，実習時の体力面における課題等様々なことに直面することになると考えられるが，事

前にアンケートを取り，その結果に基づいたグループ分けを行うなど視点を変えて授業を

進めてほしいとの発言があった。 

○ 鬼形医学部長から，ガイドブックの作成において LGBTQ+の当事者の方々の意見が入って

いるのかとの質問があり，河野評議員から，ガイドブック作成のための検討委員会には当

時者の方も参加いただいており，特に性別の変更について当事者からの声が多かったとの

回答があった。 

○ 半田評議員から，入試において「女性枠」を設けた場合，トランスジェンダーの方の対

応はどのようにするのかとの質問があり，河野評議員からトランスジェンダーにより肉体

的には男性でも性自認が女性の方は，今後「女性枠」で受け入れることが適当ではないか

との回答があった。 

○ 大谷理事から，英語版のガイドブックを作成する予定はあるかとの質問があり，藤田理

事から，将来的に英語版のガイドブックを作成する予定であるが，留学生は自国の様々な

文化，考え方，宗教観を持っているため，強制的にガイドブックに記載されている方針を

推進させるわけではないことをご理解いただきたいとの回答があった。 

報告事項１ 材料エネルギー学部の設置について 

○ 服部学長から材料エネルギー学部の設置について報告があった。 

報告事項２ 公的研究費等の不正使用の防止に向けた啓発活動（令和４年度第２四半期）につ

いて 

○ 藤波理事から公的研究費等の不正使用の防止に向けた啓発活動（令和４年度第２四半期）

について報告があった。 

報告事項３ 令和６年度私費外国人選抜の日程早期化及び出願要件の追加について 

○ 肥後理事から令和６年度私費外国人選抜の日程早期化及び出願要件の追加について報告

があった。 

報告事項４ 日本電子株式会社との産学連携に関する協定の締結について 

○ 大谷理事から日本電子株式会社との産学連携に関する協定の締結について報告があった。 

報告事項５ 島根半島・宍道湖中海（国引き）ジオパーク推進協議会との協定締結について 

○ 大谷理事から島根半島・宍道湖中海（国引き）ジオパーク推進協議会との協定締結につい

て報告があった。 

報告事項６ コンプライアンス・プログラム（e-ラーニング）の実施状況について（R4.8.31

現在） 

○ 藤田理事から令和４年８月３１日現在のコンプライアンス・プログラム（e-ラーニング）

の実施状況について報告があった。 

報告事項７ 国際交流協定（部局間）の終結について 

報告事項８ 教員の採用等について 

○ 報告事項７及び８は書面をもって報告に代えた。 


